
16

じ
ま
す
。登
場
さ
れ
て
い
な
い
五
尊

の
羅
漢
様
、ど
う
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
、お
目
に
か
か
れ
ず
残
念
で
す
。

　
彫
刻
の
作
者
は
山
田
弥や

吉き
ち

さ
ん

（
明
治
26<

１
８
９
３>

年
49
歳
で

没
）で
、
作
品
は
他
で
も
拝
見
で
き

ま
す
。
蓮れ

ん
け
い馨

寺じ
（
川
越
市
）の
水
舎

に
飾
ら
れ
た
亀
の
彫
刻
が
印
象
的

で
す
。
勝
願
寺
本
堂（
鴻
巣
市
）の

山
門
に
施
さ
れ
た
天
女
の
彫
り
物

や
飛
龍
の
彫
刻
は
、
見
ご
た
え
の

あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
畔

吉
の
諏
訪
神
社
で
は
、
濃
密
で
見

事
な
透
か
し
彫
り
に
出
合
え
ま
す
。

１
枚
の
板
に
彫
ら
れ
た
透
か
し
彫

り
、
裏
と
表
の
図
柄
が
違
う
１
枚

が
、
瓦
葺
稲
荷
神
社
に
存
在
し
ま

す
。
原
市
地
区
の
山
車
に
も
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、残
念
な
が
ら
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

若
く
し
て
没
し
た
彼
の
繊
細
で

力
強
い
力
作
を
、各
所
の
彫
刻
で
、

ぜ
ひ
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

　

向
山
不
動
堂
の
彫
刻
が
、
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
昭
和
44
年
頃
の

街
の
様
子
を
、
こ
の
地
区
に
お
住

ま
い
の
人
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

当
時
こ
の
地
区
の
戸
数
は
、
わ
ず

か
200
軒
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。お

堂
の
前
の
道
は
中
山
道
と
Ｊ
Ｒ
上

尾
駅
に
通
じ
る
主
要
道
路
で
、
揺

木
橋
通
り
の
名
前
で
親
し
ま
れ
、

近
郊
の
多
く
の
人
た
ち
も
利
用
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

橋
は
、
現
在
の
位
置
よ
り
上
流

に
架
か
っ
て
い
て
、生
活
に
必
要
な

店
が
、こ
の
揺
木
橋
通
り
に
集
中

し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
問
屋
・
彫
物
師（
宮
大
工

山
田
弥
吉
氏
の
弟
子
）・
よ
く
当
た

る
と
評
判
の
占
い
師（
名
付
け
親

的
存
在
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
）・

菓
子
屋
・
床
屋
・
自
転
車
屋
・
米

屋
・
錦
屋
・
酒
屋
・
タ
バ
コ
屋（
２

軒
）・
材
木
屋
・
棒
屋（
鎌
や
鍬
の

柄
の
部
分
を
販
売
）・
鍛
冶
屋（
２

軒
）。

　

鍛
冶
屋
さ
ん
の
心
地
よ
い
音
色

が
早
朝
か
ら
響
き
、
街
並
み
の
に

ぎ
わ
い
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
よ

う
で
す
。

　
の
ど
か
な
時
代
に
乾
杯
で
す
。

　

主
要
地
方
道
川
越
上
尾
線（
日

産
通
り
）の
鴨
川
に
掛
か
る
揺ゆ

る

木ぎ

橋

を
渡
っ
て
次
の
信
号（
大
谷
本
郷
）

を
北
東
に
右
折
し
、
交
差
点
か
ら

60
㍍
程
進
ん
だ
西
側
に
、
市
の
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、

今
回
取
材
を
し
ま
し
た
向
山
不
動

堂
彫
刻
が
あ
り
ま
す
。

　

彫
刻
は
お
堂
の
四
面
の
う
ち
三

面
に
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
面
に

は「
龍
」や｢

鳳
凰
」｢

千
鳥
」｢

獅
子
」

が
彫
ら
れ
て
い
て
、残
り
の
二
面
に

十
六
羅
漢
が
透
か
し
彫
り
の
技
法

で
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

左
側
面
に
五
尊
の
羅
漢
様
、
裏

面
に
は
六
尊
の
羅
漢
様
が
彫
ら
れ

て
い
て
、
羅
漢
様
の
自
信
に
満
ち

た
ユ
ニ
ー
ク
な
風
体
と
、リ
ア
ル
な

表
情
に
、
安
心
感
と
親
し
み
を
感

羅漢様・筆を休めて思案中

名
工
の
技
に
感
服
で
す

■けん玉体験教室　10月2日㈰10：00～11：30、
富士見小学校特別教室集会室　 　横須
賀 090−4840−9422　 楽しくけん
玉で遊びましょう!! けん玉、上履きを持参で。
■スキーのつどい　10月15日㈯15：00～16：30、
上尾市プラザ22　 10月13日㈭までに電話
で　百

も も

田
た

781−6139（20：00まで）　
スキー経験者、女性大歓迎、親切丁寧に指導
します。
■オカリナクラブ オカリナと共に　10月19
日㈬10：00～16：00、埼玉県民活動総合セン
ター　 　熊川 775−2066（20：00まで）　

伊奈学園オカリナクラブ発表会 オ
カリナと共に。
■枕草子のものづくしと宮中日記風のもの　
10月19日㈬13：30～15：30、市民活動支援セン

ター　 　藤
ふ じ

牧
ま き

775−6650（19：00～21：00）　
古典に親しんでみませんか。

■大人のための英会話・韓国語入門講座　10
月27日～12月22日の毎週㈭（11月3日を除く全
8回）①英語／19：30～20：30、②韓国語／18：
00～19：00、上尾市コミュニティセンター　
各15人（先着順）　 5,000円（全8回）　 国際
文化交流協会 090−6489−2803（平日10：00～
18：00）　 日常会話、旅行会話を外国
人講師と楽しく学ぶ。
■盆栽・山野草の展示会　10月29日㈯～31日
㈪9：00～17：00（31日は14：00まで）、本町五丁
目自治会館　 　戸

と い だ

井田 773−4174（9：00
～17：00）　 さつき・山野草の展示会
と手入れ方について。

●上尾博柳会　毎月第3㈭13：00～17：00、平
方公民館　 川柳に関心のある人　 月
額1,000円　佐藤 774−6127（22：00まで）　

泣き笑いの人生を仲間と5・7・5に
詠んでみませんか。
●原市さくら会　毎月第1㈮13：00～16：30、

原市公民館　 月額1,000円　利根川 776−
7603（9：00以降）　 日記俳句のす
すめ。シニアの方もご一緒に。
●ヴォーカル童謡ファンタジー　毎月第2㈮
13：30～15：00、響の森桶川市民ホール　
月額1,100円(入会金1,000円)　小林 786−
3673（17：00以降）　 講師のピアノに
合わせて抒

じ ょ

情
じょう

歌
か

、ヒット曲など歌います。
●リラックスの会　毎月2回㈫13：00～14：
30、原市公民館　 月額2,500円　鈴木 721
−4129　 普段使わない筋肉を動かす
ことで、いつまでも若 し々く。
●上尾エッセイクラブ　毎月第4㈪13：30
～17：00、上尾市コミュニティセンター　
月額1,000円(入会金1,000円)　小林 777−
3546　 心に浮かんだ事、見聞きし
た事を筆にまかせて書きませんか。
●スピリッツ・クラブ(社交ダンス)　毎週
㈫19：30～21：00、大石公民館　 初級～中
級者　 月額3,000円(入会金1,000円)　近
藤 781−8473（22：00まで）　 18時
より自主練習会実施、男女35人の活気ある
サークル。

いきいきサークル

おいでください

大
石
地
区

細ほ
そ
か
わ川 

隆た
か
ひ
ら平 

さ
ん
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ま
い
の
人
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

当
時
こ
の
地
区
の
戸
数
は
、
わ
ず

か
200
軒
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。お

堂
の
前
の
道
は
中
山
道
と
Ｊ
Ｒ
上

尾
駅
に
通
じ
る
主
要
道
路
で
、
揺

木
橋
通
り
の
名
前
で
親
し
ま
れ
、

近
郊
の
多
く
の
人
た
ち
も
利
用
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

橋
は
、
現
在
の
位
置
よ
り
上
流

に
架
か
っ
て
い
て
、生
活
に
必
要
な

店
が
、こ
の
揺
木
橋
通
り
に
集
中

し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
問
屋
・
彫
物
師（
宮
大
工

山
田
弥
吉
氏
の
弟
子
）・
よ
く
当
た

る
と
評
判
の
占
い
師（
名
付
け
親

的
存
在
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
）・

菓
子
屋
・
床
屋
・
自
転
車
屋
・
米

屋
・
錦
屋
・
酒
屋
・
タ
バ
コ
屋（
２

軒
）・
材
木
屋
・
棒
屋（
鎌
や
鍬
の

柄
の
部
分
を
販
売
）・
鍛
冶
屋（
２

軒
）。

　

鍛
冶
屋
さ
ん
の
心
地
よ
い
音
色

が
早
朝
か
ら
響
き
、
街
並
み
の
に

ぎ
わ
い
に
拍
車
を
か
け
て
い
た
よ

う
で
す
。

　
の
ど
か
な
時
代
に
乾
杯
で
す
。

「クイズ アッピーを探そう！」（２ページ参照）で寄せられた『広報
あげお』への感想・意見を紹介します。今月は9月号です。

※内容は一部要約しています。

●�９月の防災月間にふさわしい表紙だと思いました。子ども
たちの表情が生き生きとして良いですね。（60代男性）
●上尾市は幸いにも今までこれと言う災害は起こっていな
いものの、｢災害から命を守る｣記事や｢親子防災宿泊体験｣
など災害に対する意識が広報などで
ＰＲされることは、大変有意義なこと
だと思います。(80代男性)

●�毎号まちかど特派員だよりを楽しみにしています。地区ごと
の行事や取り組みなどが載っていて、楽しく拝見させても
らっています。（60代女性）
●�まちかど特派員だよりでは、私の地
域の天神様のことがよく書かれてお
り勉強になりました。（40代女性）

　

世
界
遺
産
の
富
士
山
を
舞
台
に
、
約
８
、

５
０
０
人
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト（
自
転
車
競
技
の

選
手
）が
健
脚
を
競
う｢
Mt.
富
士
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム（
６
月
12
日
開
催
）｣

で
、近
藤
さ
ん
は
見
事
、

総
合
女
子
1
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
大
会
の
他
に
も｢

ま
え
ば
し
赤
城
山
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム｣

の
年
代
別
1
位
や｢

全
日
本
マ
ウ
ン

テ
ン
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
乗の

り

鞍く
ら｣

の
一
般
女
子
2

位
な
ど
各
大
会
で
華
々
し
い
成
績
を
収
め
て

い
ま
す
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ（
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
）を
始
め

た
き
っ
か
け
は
、夫
と
一
緒
に
楽
し
く
観
光
地

な
ど
を
ツ
ー
リ
ン
グ
し
た
こ
と
で
す
。｢

上
尾

市
に
は
充
実
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が

あ
っ
て
、
東
京
ま
で
行
け
る
ん
で
す
よ｣

と
に

こ
や
か
に
話
し
ま
す
。
ま
た｢

上
尾
市
に
転
入

し
て
い
な
け
れ
ば
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
始
め

て
い
な
か
っ
た｣

と
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
と
っ
て
、

上
尾
市
は
最
高
の
環
境
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　

趣
味
の
ツ
ー
リ
ン
グ
を
数
年
続
け
て
い
た

2
年
前
、
夫
の
勧
め
で
大
会
に
出
る
こ
と
を

決
意
し
、平
成
27
年
に
初
出
場
し
た｢

榛
名
山

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
榛
名
湖
コ
ー
ス｣

の
年
代
別
で

1
位
を
獲
得
し
て
か
ら
現
在
ま
で
快
進
撃
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

｢

大
会
で
は
ペ
ー
ス
配
分
が
非
常
に
大
事
で
、

心
拍
数
や
ス
ピ
ー
ド
な
ど
が
表
示
さ
れ
る
モ
ニ

タ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、ぎ
り
ぎ
り
の
所

で
戦
っ
て
い
る｣

と
言
い
ま
す
。ま
た｢

自
分
と

の
闘
い
で
あ
る
と
同
時
に
心
理
戦
で
も
あ
り
、

相
手
を
抜
く
と
き
は
一
気
に
、つ
づ
ら
折
れ
な

ど
の
コ
ー
ス
を
う
ま
く
利
用
し
相
手
の
心
を
折

る
こ
と
が
大
事
で
す｣

と
レ
ー
ス
の
厳
し
さ
を

語
り｢

特
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補
者
な
ど
の
全

日
本
代
表
選
手
は
そ
う
い
う
駆
け
引
き
が
非

常
に
う
ま
い
」と
言
い
ま
す
。ち
な
み
に
、２
位

入
賞
の
時
、全
日
本
代
表
の
選
手
に
敗
れ
ま
し

た
が
、よ
く
行
く
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の
店
員

に
は
実
業
団
選
手
登
録
を
し
た
ら
ど
う
か
と
勧

め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

近
藤
さ
ん
は
栃
木
県
那な

す須
烏か

ら
す

山や
ま

市
出
身

で
、
中
学
生
時
代
は
剣
道
で
県
大
会
に
出
場

す
る
ほ
ど
の
腕
前
で
し
た
。
し
か
し
、
水
泳

も
、走
る
の
も
苦
手
で
、決
し
て
身
体
能
力
が

高
い
わ
け
で
は
な
い
と
謙
遜
し
ま
す
。

　

上
尾
市
に
転
入
し
て
13
年
が
経
ち
、
43
歳

に
な
る
近
藤
さ
ん
。｢

こ
こ
ま
で
結
果
が
出
た

の
は
、一
緒
に
練
習
し
て
く
れ
た
夫
の
お
か
げ

で
す
」と
い
う
言
葉
か
ら
夫
婦
の
強
い
絆
を
感

じ
ま
す
。ま
た「
40
代
の
自
分
が
勝
つ
こ
と
で
、

若
い
世
代
に
も
希
望
を
与
え
た
い
」と
笑
顔
で

話
す
近
藤
さ
ん
の
快
進
撃
は
、
こ
れ
か
ら
も

続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

災害から身を守るために何ができ
るか、皆さんも考えてみましょう。

まちかど特派員だよりでは、各地
区に住んでいる市民記者が、丹念
に取材した記事を掲載しています。

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。

 

近こ

ん

ど

う藤
　
民た

み

子こ

さ
ん

（
領
家
在
住
）

｢Mt.富士ヒルクライム｣で総合女子1位
サイクリングロードと夫婦の絆

まちかど特派員だより表紙　親子防災宿泊体験

山道をさっそうと駆
け抜ける近藤さん



申
し
込
み

４
姉
妹
で
末
っ
子
の
く
る
み
ち
ゃ
ん

♡
甘
え
ん
坊
で
泣
き
虫
さ
ん
だ
け

ど
、
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
に
囲
ま
れ
て

元
気
に
育
っ
て
ね
。

笑
顔
が
カ
ワ
イ
イ
ほ
の
か
ち
ゃ
ん

♡
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
強
く
た
く

ま
し
く
育
っ
て
ね
♡

ず
っ
と
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

甘
え
上
手
で
、い
つ
も
お
兄
ち
ゃ
ん
に

優
し
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
し
ゅ
ら

ち
ゃ
ん
！
少
し
オ
テ
ン
バ
す
ぎ
る
け

ど
、元
気
に
大
き
く
な
ぁ
れ
♡

中
な か や ま

山 穂
ほ の

楓
か

ちゃん
H26.10.3生（1歳）

小 

泉 町
ま ち

田
だ

 絢
あ や

音
ね

ちゃん
H24.7.26生（4歳）

大
字
上

山
や ま

木
き

 胡
く る み

桃ちゃん
H25.9.20生（3歳）

春 

日茂
も ぎ

木 春
し ゅ

羅
ら

ちゃん
H26.5.12生（2歳）

二
ツ
宮

18

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

48　

ポテトのチーズ焼き 164㌔㌍

●作り方
①  鍋に油を熱し、タマネギ・ピーマン・ハムを炒め、材料に火が

通ったら蒸したジャガイモを加える。

②   ①に牛乳で溶いたベシャメルソース・塩・こしょうを加える。

③  グラタンカップに②を入れ、チーズをのせてオーブンで焼く。

●材料1人分 　 分量（㌘）
１ 炒め油 ……………… 1.5

２ タマネギ(スライス) … 20

３ ピーマン(千切り) ……  5

４ ボンレスハム(千切り) … 10

５ ジャガイモ ………… 80
（短冊切りにして蒸す)

6 調理用牛乳 ………… 12

7 ベシャメルソース … 4.2

8 食塩 ………………… 0.2

9 白こしょう ……… 0.01

10 細切りチーズ ……… 10

学校保健課　 775-9683・ 775-5633

※分量は、給食（大量調理）で作る量です。家庭で調理する際は、

食材、調味料などの分量は適宜調整してください。

市内に在住の未就学児の写真（画像データ可）に、氏名（ふりがな）、性別、

生年月日、保護者の一言、住所、電話番号を添えて、郵便（〒362−8501本町

3−1−1）またはメール（s55000@city.ageo.lg.jp）で広報広聴課へ

※掲載は1人1回限り。写真は返却しません。

★
体
力
づ
く
り

　
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
の
朝
に「
す
く

す
く
タ
イ
ム
」「
さ
わ
や
か
タ
イ
ム
」が
あ

り
、全
学
年
が
体
力
を
高
め
る
た
め
の
運

動
を
し
て
い
ま
す
。
持
久
走
や
綱
引
き
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

楽
し
み
な
が
ら
運
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

高
学
年
に
な
る
と
、放
課
後
の
体
力
づ
く

り
も
始
ま
り
ま
す
。

体
力
を
高
め
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
陸
上
競

技
大
会
や
駅
伝
大
会

に
向
け
て
の
練
習
も

行
い
、
専
門
的
な
技

術
の
習
得
も
図
っ
て

い
ま
す
。

★
縦
割
り
活
動

　
「
な
か
よ
し
タ
イ
ム
」で
は
、
月
に
１
回

昼
休
み
に
１
～
６
年
生
が
み
ん
な
で
一
緒

に
遊
ん
で
い
ま
す
。「
な
か
よ
し
タ
イ
ム
」

が
あ
る
こ
と
で
、１
～
６
年
生
が
交
流
で

き
、
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
中
で
も
年
に
１
回
、「
わ
く
わ
く
な
か
よ

し
タ
イ
ム
」と
い
う
も
の
が
あ
り
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
給
食

を
食
べ
ま
す
。い

つ
も
は
ク
ラ
ス
で

給
食
を
食
べ
て
い

る
の
で
、
他
の
学

年
と
一
緒
に
食
べ

る
こ
と
で
会
話
が

増
え
、さ
ら
に
笑

顔
も
増
え
ま
す
。

　
原
市
小
学
校
は
、開
校
143
年
目
を
迎
え

た
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。
埼
玉
新
都
市
交

通
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
の
原
市
駅
と
沼
南
駅

の
間
に
あ
り
、
校
庭
の
す
ぐ
横
を
新
幹
線

が
通
っ
て
い
ま
す
。
全
校
児
童
、
618
人
が

元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

★
元
気
に
あ
い
さ
つ
運
動

　

原
市
小
学
校
に
は
、
登
校
時
に
児
童

や
学
校
応
援
団
の
皆
さ
ん
に
よ
る
あ
い

さ
つ
運
動
が
あ
り
ま
す
。
元
気
よ
く
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
と「
あ
い
さ
つ
マ
ン
カ
ー

ド
」と
い
う
カ
ー
ド
が
も
ら
え
ま
す
。
こ

の
カ
ー
ド
を
も
ら
う
と
、
給
食
中
の
放
送

で
名
前
の
発
表
が
あ
り
、
次
も
が
ん
ば
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
あ
い
さ
つ
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
原
市
小

学
校
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
。

★
図
書
室

　

原
市
小
学
校
に
は
、
高
学
年
図
書
室

と
低
学
年
図
書
室
が
あ
り
ま
す
。
本
を
読

む
子
が
た
く
さ
ん
い
て
、
今
年
の
１
学
期

だ
け
で
貸
し
出
し
冊
数
は
１
万
5
千
冊

を
超
え
ま
し
た
。
他
に
も
、
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
が
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
原
市
小
学
校
の
児
童
は

本
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
本
に
親
し
み
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を

増
や
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　 

6
年
　
土つ

ち

田だ

　
篤あ

つ

輝き

　 

6
年
　
平ひ

ら
つ
か塚

　
幸ゆ

き

希の

　 

6
年
　
阿あ

久く

戸と

　
瑞み

ず

希き

原
市
小
学
校

※
次
回
は
、
大
石
小
学
校
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

　 

6
年
　
松ま

つ
な
が永

　
航か

ず

玖き

学年を越えて交流するなかよし

タイム
楽しみながら体力づくり
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●本館
【開館時間】 9:00〜19:00	
【今月の休館日】  1日㈯、2日㈰、3・17・24・31日のいずれも㈪
 　
インターネット・携帯で        

● 分館・公民館図書室の休館日・開館時間はWebサイト
を参考にしてください。

■	「ドングリ」っていろいろな種類があるの知ってる？
～自然学習館とのコラボ企画第三弾、ドングリ！～

上尾市図書館　 上町1−7−1　 773−8521・ 776−7330

子どもの読書活動支援センター　【開館時間】10：00〜16：30
柏座4−3−8富士見小学校内　 ・ 773−3711

■子ども映画会

■おやこでえほんサロン

10月23日㈰10：30〜11：20　 『トムとジェリー』	『かぐ
や姫』	『森のなかまたち』	　 小学生以下の子どもと保護者　
60人（先着順）

10月28日㈮10：00〜11：00　 東保健センター　 絵本
を囲んで、おはなし会など親子で楽しい時間を過ごす　
1歳〜未就学児と保護者　※参加者多数で危険が見込ま
れる場合は入場をお断りします。

1

5

2
3
4

『コンビニ人間』　村田　沙耶香/著　文藝春秋

『陸王』　池井戸　潤/著　集英社

『アンマーとぼくら』　有川　浩/著　講談社
『去就（隠蔽捜査6）』　今野　敏/著　新潮社
『危険なビーナス』　東野 圭吾/著　講談社

平成28年8月

　丸山公園には、どんなドングリの木があるのかな？　本の読み聞かせを聞い
たりドングリを探したり…。ドングリの先生からとっておきのお話を聞き、ド
ングリを使って工作したり遊んだりして秋を満喫しませんか？　 10月22日
㈯9：30〜12：00　 自然学習館　 市内に在住の小学生以下の子ども(小学4
年生以下は保護者同伴)　 15人（先着順）　 10月3日㈪から（㈯㈰を除く）10：
00〜16：00に電話で、子どもの読書活動支援センターへ

10月

図 書・雑 誌 冊数無制限2週間まで
CD・DVD など 3点以内1週間まで

とき　 ところ 内容 対象
定員 持ち物

費用・金額 ※記載のないものは「無料」
問い合わせ申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」

【図書館・あっぴぃぶっくる共通】
※場所の記載のない催しは本館です。

乳幼児・小学生の皆さん、イベ
ントに参加するときは「読書パ
スポート」「えほんのきろく」を
持ってきてね！「ブッピー」か「よ
うせい」のスタンプを押すよ！

展示「秋を食す」

　梨をむく刃物からしたたり落ちる甘い雫、爽やかでみ
ずみずしい子規の秀句。
　“秋の日はつるべ落とし”。季節の移ろいを感じて、少し
センチメンタルな気持ちになりますね。夏バテで疲れた
体を、おいしい秋の食べ物で癒やしましょう。現在、「食」
に関する本を展示しています。ぜひご利用ください。

　梨
な し

むくや　甘
あ ま

き雫
しずく

の　刃
は

を垂
た

るる
　（正岡子規『寒山落木(大正13〜15年）』所収）

※
次
回
は
、
大
石
小
学
校
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

書図 館新みんなでつくろう！
新図書館に導入される自動化書庫ってどんなもの？
　開架スペースに置くことのできない本は、通常は利
用者の入れない閉架書庫に所蔵し、本の出し入れをし
ますが、自動化書庫では高密度のラックに所蔵された
本を自動で取り出せます。
　これにより、図書資料の収蔵能力を高めると同時に、
利用者の希望する本を迅速に用意することができるよ
うになります。




